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人
生
１
０
０
年
時
代
へ
向
け
て

人
生
１
０
０
年
時
代
へ
向
け
て

健
康
長
寿
を
目
指
す

健
康
長
寿
を
目
指
す

第
54
回  

山
形
県
老
人
福
祉
大
会

８
月
30
日
（
金
）
に
第
54
回
山

形
県
老
人
福
祉
大
会
が
村
山
市
制

65
周
年
を
記
念
し
村
山
市
民
会
館

で
開
催
さ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
関
係
者

１
︐０
０
０
人
余
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
1
部
で
は
、
県
知
事
感
謝
状

の
授
与
並
び
に
県
老
連
会
長
表
彰

が
行
わ
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
お
よ
び
団
体

に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
長
年
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
二
つ
の
保
養
施
設
と
事
業

協
力
2
団
体
に
感
謝
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

第
2
部
で
は
、「
村
山
発 

健
康

長
寿
行
き
」
と
題
し
て
、
健
康
長

寿
の
秘
訣
を
テ
ー
マ
に
4
団
体
が

活
動
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

別
会
場
の
小
ホ
ー
ル
で
は
、「
子

ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て
交

通
安
全
教
室
な
ど
で
使
用
す
る
機

材
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ

れ
ま
し
た
。（
第
2
部
と
付
帯
イ
ベ

ン
ト
は
8
～
9
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
）
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

４
項
目
の
実
践
を
誓
い
採
択

４
項
目
の
実
践
を
誓
い
採
択

第
54
回  

山
形
県
老
人
福
祉
大
会

式
典
に
お
い
て
、
岸
部

滋
大
会
副
会
長
が
大
会
宣

言
（
案
）
を
朗
読
し
、
左

表
の
と
お
り
満
場
一
致
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
宣
言
項
目
の
実

践
に
向
け
て
、
９
月
26
日

～
27
日
に
開
催
し
た
市
町

村
老
連
会
長
な
ら
び
に
女

性
委
員
合
同
研
修
会
で
も

協
議
さ
れ
、
す
で
に
取
り

組
ま
れ
て
い
る
活
動
事
例

を
参
考
に
し
な
が
ら
、
具

体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
、
各
ク
ラ
ブ
の
実
情

に
応
じ
て
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
よ
う
と
確
認
し
ま

し
た
。

県
老
連
と
し
て
も
、
皆

さ
ん
の
実
践
事
例
を
と
り

ま
と
め
、
こ
の
大
会
宣
言

が
多
く
の
方
々
か
ら
承
認

さ
れ
老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織

拡
充
に
つ
が
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

大
会
宣
言

大
会
宣
言

平
均
寿
命
の
延
伸
に
よ
っ
て
、
人
生
１
０
０
年
時
代
が
現
実
に
な
ろ
う
と
す
る
今
日
、
誰
も
が
こ
れ
ら

を
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て
暮
ら
し
続
け
、
少
し
で
も
近
づ
こ
う
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
高
齢
社
会
の
加
速
は
、
社
会
保
障
制
度
や
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
分
野
に
お
い
て
も
大
き
く

取
り
沙
汰
さ
れ
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
益
々
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
な
か
で
、
高
齢
者
が
主
体
的
に
住
み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
情
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り
や
支
え
合
い
活
動
に
取
り
組
み
、
官
民
が
一
体
と
な
り
成
果
を
あ
げ
る
こ
と

へ
の
期
待
と
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
年
齢
を
重
ね
て
も
地
域
の
中
で
役
割
を
も
ち
、
活
躍
で
き
る
場
と
し
て
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
き
た
様
々
な
活
動
が
関
係
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を
い
た
だ
き
、
一
層
重
要
性
を
増
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
社
会
の
一
員
と
し
て
、
行
政
や
自
治
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係
団
体
と

共
に
、
す
べ
て
の
人
が
い
き
い
き
と
生
活
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
の
輪
を
広
げ

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
と
人
が
輝
く
交
流
創
造
都
市
「
村
山
市
」
に
集
う
老
人
福
祉
関
係
者
は
、「
の
ば
そ
う
！　

健
康

寿
命
、
担
お
う
！　

地
域
づ
く
り
を
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、
次
の
事
項
の
実
践
を
誓
い
、
こ
こ
に

宣
言
し
ま
す
。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

山
形
市�

長
岡　

新
三

山
形
市�

山
川　
　

隆

山
形
市�

村
岡　

和
夫

山
形
市�

笹
原　

數
美

山
形
市�

横
沢　

善
蔵

寒
河
江
市�

髙
橋　

文
雄

上
山
市�

佐
藤　

繁
信

村
山
市�

外
堀　

智
圓

村
山
市�

井
澤
久
仁
雄

村
山
市�

石
澤
美
和
子

天
童
市�

鈴
木　

綾
子

東
根
市�

増
川
武
五
郎

令
和
元
年
度

老
人
福
祉
功
労
者

県
知
事
感
謝
状

◆
老
人
ク
ラ
ブ
の

�

指
導
育
成
に
貢
献

東
根
市�

青
山　

勇
雄

新
庄
市�

渡
辺　

義
男

新
庄
市�

佐
藤　
　

敬

真
室
川
町�

髙
橋　

祐
三

鮭
川
村�

佐
藤　

英
一

米
沢
市�

須
貝　

光
雄

長
井
市�

梅
津　

昌
義

南
陽
市�

武
田　

宏
蔵

高
畠
町�

菅
野　

一
宏

白
鷹
町�

村
上　
　

進

飯
豊
町�

横
山　

京
次

鶴
岡
市�

齋
藤　

好
夫

鶴
岡
市�

伊
藤　

源
一

鶴
岡
市�

富
樫　

啓
二

酒
田
市�

横
山　

勝
士

三
川
町�

五
十
嵐
只
志

遊
佐
町�

齊
藤　
　

清

�

計
29
名
（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉（
地
域
）活
動
が�

　�

顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市�

下
条
町
五
丁
目
紅
花
ク
ラ
ブ

山
形
市�
飯
塚
地
区
交
友
会

高
畠
町�
北
目
ひ
ま
わ
り
会

鶴
岡
市�

山
五
十
川
老
人
ク
ラ
ブ

�
計
４
団
体

令
和
元
年
度

県
老
連
会
長
表
彰

◆
育
成
指
導
功
労

山
形
市�

佐
藤　

綾
子

山
形
市�

樋
口　

正
子

山
形
市�

長
尾　

真
秀

山
形
市�

前
田　

京
子

山
形
市�

伊
藤
ト
ミ
子

山
形
市�

井
上　

次
郎

山
形
市�

横
山　

光
子

山
形
市�

冨
塚　

政
子

米
沢
市�
植
木　

武
夫

米
沢
市�
我
彦　

美
由

米
沢
市�
情
野　

武
己

米
沢
市�

古
畑　
　

功

米
沢
市�

今
野　

市
郎

一
、
高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
諸
制
度
と
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す

一
、
健
康
寿
命
を
の
ば
す
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
を
通
し
て
高
齢
者
の
日
常
生
活
を

	
支
え
る
「
新
地
域
支
援
事
業
」
を
強
化
し
ま
す

一
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
と
消
費
者
被
害
防
止
な
ど
生
活
環
境
体
制
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す

一
、
地
域
と
つ
な
が
り
互
助
を
育
む
仲
間
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す

　

令
和
元
年
８
月
30
日

�

第
54
回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

活
動
が
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ

活
動
が
顕
著
な
老
人
ク
ラ
ブ
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

菅
原　

芳
生

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

川
上　

一
生

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�
榎
本　

豊
治

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

佐
藤　
　

功

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

本
間　

定
夫

鶴
岡
市　

朝
日
支
部	

�

遠
藤　

康
明

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

八
鍬　

昭
雄

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

佐
藤　

吉
一

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

川
上　

哲
生

酒
田
市　

酒
田
支
部	

�

齋
藤　

正
男

酒
田
市　

松
山
支
部	

�

佐
藤　
　

旭

新
庄
市�

青
柳　

好
子

新
庄
市�

梅
津　

花
子

寒
河
江
市�

齋
藤　

忠
一

寒
河
江
市�

草
刈
重
治
郎

上
山
市�

佐
藤　

節
子

上
山
市�

林　

美
規
子

村
山
市�

菊
地　

義
次

村
山
市�

柴
田
多
津
雄

長
井
市�

鈴
木　

力
夫

長
井
市�

今
野
惣
三
郎

天
童
市�

鈴
木　

綾
子

東
根
市�

横
尾　

量
助

東
根
市�

原
田　

武
男

東
根
市�

永
島　

久
義

東
根
市�

菅
原　

良
子

東
根
市�

真
坂　

信
夫

尾
花
沢
市�

佐
々
木
行
定

尾
花
沢
市�

大
類　

一
男

南
陽
市�

芳
武　

勇
夫

南
陽
市�

高
橋　

忠
三

山
辺
町�

阿
部　
　

茂

山
辺
町�

石
澤　

良
吉

大
江
町�

池
田　

誠
行

大
江
町�
渡
部　

時
夫

朝
日
町�
清
野　

和
夫

朝
日
町�

菅
井　

國
俊

西
川
町�

早
坂　

幸
祐

西
川
町�

早
坂
繁
太
郎

河
北
町�

大
熊　

三
郎

河
北
町�

渡
辺　

英
次

大
石
田
町�

有
路　
　

訓

大
石
田
町�

横
山　

俊
吾

鮭
川
村�

山
田　

節
子

鮭
川
村�

安
彦　
　

孝

真
室
川
町�

黒
井　
　

敬

真
室
川
町�

松
沢　

士
郎

金
山
町�

星
川　

重
則

金
山
町�

松
田　

信
也

高
畠
町�

安
達　
　

實

高
畠
町�

菅
野　

一
宏

川
西
町�

加
藤　

健
治

川
西
町�

寒
河
江　

巖

白
鷹
町�

村
上　
　

進

飯
豊
町�

屋
嶋　

俊
一

飯
豊
町�

手
塚　

晴
夫

小
国
町�

武
田
恒
太
郎

小
国
町�

益
田　

信
司

三
川
町�

齋
藤
與
次
雄

庄
内
町�

杉
山　

政
夫

庄
内
町�

加
藤　
　

功

遊
佐
町�

岡
野　
　

清

遊
佐
町�

松
本　

揮
一

遊
佐
町�

大
谷　

春
子

遊
佐
町�

佐
藤　

信
一

遊
佐
町�

石
垣
美
津
子

遊
佐
町�

石
垣　

修
一

�

計
80
名
（
敬
称
略
）

◆
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

山
形
市

�

第
六
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
南
町
松
寿
会

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

�

上
郷
み
ず
わ
ク
ラ
ブ

鶴
岡
市　

鶴
岡
支
部	

　
　
　
　

寿
楽
会

鶴
岡
市　

温
海
支
部	

�

槙
代
老
人
ク
ラ
ブ

新
庄
市�

駅
前
き
ら
ら
ク
ラ
ブ

上
山
市�

金
瓶
老
人
ク
ラ
ブ

長
井
市　

川
原
沢
寿
会

山
辺
町　

城
西
ク
ラ
ブ
睦
会

大
江
町　
８
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
延
寿
会

大
石
田
町　

来
迎
寺
老
人
ク
ラ
ブ

舟
形
町　

西
堀　

山
鳩
会

高
畠
町　

北
目　
ひ
ま
わ
り
会

�

計
12
団
体

◆
永
年
勤
続

真
室
川
町�

清
井
あ
や
子

�

計
１
名
（
敬
称
略
）

令
和
元
年
度

県
老
連
会
長
感
謝
状

ヒ
ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形	

あ
っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
深
堀

「
虹
の
館
」

大
塚
製
薬
株
式
会
社

仙
台
支
店
山
形
出
張
所

東
海
大
学
山
形
高
等
学
校	

一
般
社
団
法
人

山
形
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

�

計
5
団
体

優良老人クラブ優良老人クラブ

事業協力団体事業協力団体
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

市
町
村
・
支
部
老
連
の
新
規
・
再
加
入
・
再
結
成
ク
ラ
ブ
の
ご
紹
介

新規
クラブ

新規
クラブ

私
た
ち
の
住
む
地
域

は
町
の
中
心
部
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
老
人
ク

ラ
ブ
活
動
は
あ
ま
り
活

発
な
方
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
高
齢
者
の

居
場
所
づ
く
り
を
、
と

思
い
輪
投
げ
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
を
目

指
し
設
立
し
ま
し

た
。
輪
投
げ
が
会

の
基
盤
と
な
っ
て

い
て
、
月
２
回
程

度
練
習
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
輪
投

げ
は
気
軽
に
参
加

で
き
る
の
で
と
て

も
人
気
が
あ
り
、

一
部
の
高
齢
者
の
み

が
加
入
す
る
グ
ル
ー
プ

は
あ
っ
た
が
休
止
状
態

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

地
域
内
に
も
新
た
に
立

ち
上
げ
を
望
む
声
が
多

く
、
地
域
一
丸
と
な
っ

て
活
動
で
き
る
老
人
ク

毎
回
、
会
員
の
半
数
を

超
え
る
約
10
人
が
参
加

し
、
和
気
あ
い
あ
い
と

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
輪

投
げ
大
会
以
外
に
高
齢

者
の
運
動
会
や
そ
の
他

の
学
び
の
場
に
意
欲
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
よ
う

と
い
う
機
運
が
盛
り
上

が
り
、
新
規
結
成
と
な

り
ま
し
た
。
会
長
が
老

人
ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ

を
積
極
的
に
行
い
、
そ

れ
に
同
調
す
る
仲
間
も

多
く
、
結
成
間
も
な
い

な
が
ら
も
会
員
数
は
60

人
を
超
え
て
活
動
で
き

て
い
ま
す
。
総
会
や
輪

投
げ
、
花
見
等
も
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
は
子

供
会
と
の
共
催
行
事
も

計
画
し
て
い
る
の
で
、

さ
ら
に
地
域
に
密
着
し

た
ク
ラ
ブ
に
な
る
よ
う

協
力
し
て
い
き
ま
す
。

	
会
員
数
：
18
人

	
会
　
長
：
小
川
キ
ヌ
子

向
町
ア
ジ
サ
イ
ク
ラ
ブ

�

（
最
上
町
）

	

会
員
数
：
67
人

	

会
　
長
：
板
垣
　
秀
麿

名
取
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

�

（
村
山
市
）

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

地
域
一
丸
と
な
っ
て
の
活
動
を

地
域
一
丸
と
な
っ
て
の
活
動
を

輪投げ練習後のお茶飲み
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

再加入
クラブ以

前
は
会
議
や
行
事

へ
の
参
加
が
多
く
、
ま

た
活
動
報
告
書
の
提
出

な
ど
煩
雑
な
事
務
作
業

が
あ
り
ま
し
た
が
、
単

位
ク
ラ
ブ
・
地
区
・
連

合
会
の
連
携
の
見
直

し
、
重
複
し
た
事
業
の

削
減
、
提
出
書
類
の
簡

退
会
当
時
の

役
員
は
負
担
の

大
き
さ
や
助
成

金
申
請
の
煩
雑

さ
を
感
じ
て
い

ま
し
た
が
、
会

員
か
ら
「
町
老

ク
の
行
事
に
参

加
し
た
い
」
と

い
う
声
も
上
が

り
始
め
、
他
の

ク
ラ
ブ
と
の
交

流
が
必
要
だ
と
感
じ
再

加
入
し
ま
し
た
。
町
老

ク
の
運
営
も
簡
素
化
さ

れ
て
い
る
と
の
説
明
に

も
背
中
を
押
さ
れ
ま
し

た
。
大
社
大
学
（
教
養

講
座
）
は
年
５
回
行
っ

て
お
り
、
郷
土
の
歴

史
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
見

素
化
を
図
り
事
務
的
な

負
担
が
減
り
ま
し
た
。

役
員
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
た
こ
と
、
経
済
的
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
た

め
再
加
入
の
運
び
と
な

り
ま
し
た
。
花
植
え
や

芋
煮
会
な
ど
の
活
動
に

も
多
く
の
会
員
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
8

月
18
日
に
は
慰

霊
祭
を
行
い
、

亡
く
な
ら
れ
た

会
員
の
ご
冥
福

を
祈
っ
て
い
ま

す
。
今
年
で
47

回
を
数
え
歴
史

の
長
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。

学
、
ち
び
っ
子
語
り
部

発
表
会
等
さ
ま
ざ
ま
な

講
座
を
開
講
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
に
健
康

増
進
と
し
て
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
も
人
気
が
あ
り

ま
す
。

	

会
員
数
：
32
人

	

会
　
長
：
島
津
　
　
元

筋す
じ

　
福
寿
会

�

（
高
畠
町
）

負
担
軽
減
で
再
加
入

負
担
軽
減
で
再
加
入

他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

他
ク
ラ
ブ
と
の
交
流

再加入
クラブ

	

会
員
数
：
18
人

	

会
　
長
：
菅
野
　
正
章

駄
子
町
壮
美
会

�

（
高
畠
町
）

ワナゲで楽しく健康に

グラウンド・ゴルフでの会話も楽しいひととき
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

優しさと気配りの女性単位クラブ会長紹介優しさと気配りの女性単位クラブ会長紹介
県内には約1000の単位クラブがあり、女性が会長として活躍するクラブは14あります。役員後継者
として女性が起用される令和の時代。このたび、県老連会長表彰を受章された３人を紹介します。

会員数：15人
　　　　（男性1人、女性14人）

会　長：川上　一
い く
生

凌壮会
（鶴岡市　鶴岡支部）

平成24年にクラブが発足して
から８年目。老人クラブは楽しい
ことがいっぱいあるところだと他の
クラブの会員から情報を得て発足
しました。女性ならではの細やか
さや気配りで会がうまく運営でき
ていると思います。地域の健康体
操サークルで覚えたボール体操を
取り入れる等新しい活動にもチャ
レンジしています。楽しく集まるク
ラブを目標に活動しています。ほ
かの町会からの参加者もいるほど
広域的な活動を促進しています。

楽しく集まるクラブに楽しく集まるクラブに
ボール体操に挑戦ボール体操に挑戦

会長に就任して５年になりま
す。前会長も女性だったため引継
ぎでの違和感はほとんどありませ
んでした。クラブ活動では、八ツ
面川の清掃や街路樹の剪定「花
いっぱい運動」に積極的に取り組
んでいる園芸部や、映画の観賞と
おしゃべりの場を設けている名画
観賞部など、部活動も活発に行
い閉じこもりの解消に努めていま
す。現在の参加者が10人足らず
なので、参加者が増えるよう努力
していきたいと思います。

駅前二区招寿会
（遊佐町）

楽しい活動で閉じこもり防止楽しい活動で閉じこもり防止

会員数：19人
　　　　（男性9人、女性10人）

会　長：大谷　春子

みんなとお花見みんなとお花見

老人クラブの会長を引き受け、
すぐに県老連事業の老連大学校を
受講しました。カリキュラムの中
に地域支え合い事業としてサロン
活動について学習したことをきっ
かけに「桜」と「楓」のサロンを
立ち上げました。月２回のサロン
はとても好評でお誕生会や季節の
行事などを行っています。今の雰
囲気を大切にしながら、お互いに
励まし合い、楽しみながらずっと
続けていきたいです。

豊里サロン桜・楓
（最上郡鮭川村）

励まし合ってもっと元気に励まし合ってもっと元気に

会員数：47人
　　　　（男性6人、女性41人）

会　長：山田　節子

笑顔あふれるサロン活動笑顔あふれるサロン活動

特集
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

第
54
回
山
形
県
老
人
福
祉
大

会
第
２
部
で
行
わ
れ
た
ス
テ
ー

ジ
事
業
「
村
山
発　

健
康
長
寿

行
き
」
で
は
、
村
山
市
内
で
活

動
し
て
い
る
サ
ー
ク
ル
や
グ

ル
ー
プ
の
活
動
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
「
居
合
道
演
武
」
で
は
、
92

歳
の
師
範
を
中
心
に
真
剣
で
演

武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

平
均
年
齢
87
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
達
の
太
鼓
演
奏
な
ど
、
ま
さ

に
健
康
長
寿
の
秘
訣
と
仲
間
づ

く
り
活
動
で
会
場
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

シンガーズ村山メドレー（シンガーズ村山）シンガーズ村山メドレー（シンガーズ村山）

居合道演武（林崎居合道伝承会）居合道演武（林崎居合道伝承会）

祝寿太鼓（名取名星太鼓ばあちゃん連）祝寿太鼓（名取名星太鼓ばあちゃん連）

ほっこり村山体操（村山市社会福祉協議会介護予ほっこり村山体操（村山市社会福祉協議会介護予
防サポーター　ほっこり体操会）防サポーター　ほっこり体操会）

第54回  山形県老人福祉大会 発 行き健康長寿村山　
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

交通安全教育参加体験型機材 所有問い合わせ先

①夜光反射材効果体験
  「反射視認暗室テント」

県消費生活・地域安全課／
県交通安全対策協議会
電話：023-630-2429

②交通安全危険予測
　シミュレータ

③交通安全ゆとり号

県警察本部交通企画課
電話：023-626-0110（内線5035）④歩行環境シミュレータ

  「わたりジョーズ君」

⑤クイックキャッチ
 （反射神経チェック診断）

日本自動車連盟（JAF）山形支部
電話：023-625-4520

参
加
体
験
型
交
通
安
全

教
育
の
普
及
を
と
お
し

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
生
涯
に
わ
た
っ
て
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を

め
ざ
し
て
、
関
係
機
関
が

所
有
し
て
い
る
機
材
を
借

用
し
、
第
54
回
山
形
県
老

人
福
祉
大
会
付
帯
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
村
山
市
民
会
館

小
ホ
ー
ル
に
展
示
紹
介
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
５
つ
の
区
画

に
設
置
し
、
市
内
の
幼
稚

園
児
ほ
か
大
会
参
加
者
ら

は
実
際
に
体
験
さ
れ
、
自

分
で
守
る
意
識
を
共
有
し

な
が
ら
事
故
の
な
い
安
全

な
地
域
と
機
材
の
活
用
普

及
を
学
び
ま
し
た
。

（ドライバー編）（ドライバー編） （歩行者編）（歩行者編）

「わたりジョーズ君」「わたりジョーズ君」

子どもと高齢者の
交 通 事 故 防 止
啓発キャンペーン

きららクラブ山形9 第29号



私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

開
催
に
向
け
て
、
準
備
実

行
委
員
会
設
置
の
打
合
せ

会
を
７
月
に
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

打
合
せ
会
は
、
県
長
寿

社
会
政
策
課
、
山
形
市
長

寿
支
援
課
、
県
社
会
福
祉

協
議
会
、
山
形
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
山
形
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
、
県
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

の
機
関
や
団
体
で
構
成
し

て
お
り
、
年
内
３
回
ほ
ど

の
協
議
を
経
て
年
明
け
に

第49回全国老人クラブ大会
開催準備状況　VOL.2

感動を届けられる運営を

は
実
行
委
員
会
に
切
り
替

え
て
い
く
計
画
で
す
。

開
催
１
年
前
と
な
り
、

少
し
ず
つ
開
催
内
容
が
見

え
開
催
会
場
は
山
形
駅
周

辺
の
３
施
設
３
会
場
と
な

り
移
動
面
に
お
い
て
も
利

便
性
の
良
い
配
置
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
運
営
で
は

「
お
も
て
な
し
メ
イ
ト
」

の
募
集
に
よ
り
、
活
躍
の

場
を
設
け
る
予
定
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

11
月
26
日

（
火
）、
27

日
（
水
）
に

埼
玉
県
で
行

わ
れ
る
第
48

回
全
国
老
人

ク
ラ
ブ
大
会

に
本
県
か
ら

は
全
老
連
会

長
表
彰
受
章

者
、
市
町
村

か
ら
の
一
般

参
加
者
、
関

係
機
関
団
体
視
察
員
、
事

務
局
等
あ
わ
せ
て
23
名
が

参
加
し
、
大
会
の
規
模
や

運
営
に
つ
い
て
実
際
に
体

験
し
学
び
参
考
に
し
な
が

ら
、
山
形
県
ら
し
い
体
制

の
整
備
に
着
手
す
る
方
針

で
す
。

ま
た
、
27
日
の
式
典
で

は
、
次
期
開
催
県
と
し
て

紹
介
さ
れ
、
亀
谷
県
老
連

会
長
が
全
国
か
ら
参
加
さ

れ
ま
す
方
々
を
温
か
く
お

迎
え
す
る
た
め
の
計
画
と

あ
い
さ
つ
を
行
う
予
定
で

す
。 第48回全国老人クラブ大会

－埼玉開催を視察－

◆期日：令和２年（2020年）11月17日（火）・18日（水）

◆会場・参加予定人員
１日目：第１・第２部会／山形テルサ３階「アプローズ」（240名）

／メトロポリタン山形４階「霞城」（360名）
第３部会／山形県総合文化芸術館「大ホール１階席」（800名）

２日目：山形県総合文化芸術館「大ホール全席」（1,600名）

◆日程

1日目
（17日） 受付 活動交流部会（第１部会・第２部会・第３部会）

12:30 13:30 16:30

2日目
（18日） 受付

開場
オープニング
講演

アトラクション・
休憩 式典

9:00 11:009:30 10:20 12:00
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

仲間と共に地域と共に輝いて60年。

全老連創立60周年記念会員章ができました！会員章

　昭和から平成、そして新
しい時代へ…
　私たち老人クラブは、活
動の輪を広げ、今日、我が
国有数の高齢者組織へと
発展してきました。
　また、仲間同士の一層の
結束を求めて、昭和30年
代には、全国各地に老人ク
ラブ連合会が次々に創立さ
れました。そのなかで、昭
和37年（1962年）に創立
された全国老人クラブ連合
会は、2022年、創立60周
年を迎えます。
　このたび、創立60周年
を記念して「全国老人クラ
ブ会員章」を、新たに作成
しました。
　記念会員章を着用して、
私たち老人クラブの輪をさ
らに大きく広げましょう！

会員章のお問い合わせや申込みは、市町村老連事務局または県老連まで。
なお、従来型の会員章もございます。
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《北部版》

市
町
村
老
連
会
長
な
ら

び
に
女
性
委
員
長
を
対
象

と
し
た
研
修
会
が
9
月
26

～
27
日
、
山
形
市
蔵
王
温

泉
「
名め
い
と
う
や
そ
う

湯
舎
創
」
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

1
日
目
の
研
修
会
で

は
、
県
長
寿
社
会
政
策
課

の
加
藤
課
長
補
佐
よ
り「
山

形
県
の
高
齢
者
関
連
施
策

に
つ
い
て
」
と
題
し
行
政

説
明
が
行
わ
れ
、
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の

実
現
に
向
け
、
老
人
ク
ラ

ブ
に
期
待
さ
れ
る
こ
と
な

ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
老
連
高
橋
常

務
理
事
よ
り
「
老
人
ク
ラ

ブ
２
万
人
会
員
増
強
運
動

の
総
括
と
今
後
の
取
り
組

み
」
に
つ
い
て
、
市
町
村

老
連
が
平
成
26
年
度
か
ら

５
か
年
間
取
り
組
ん
だ
会

員
増
強
運
動
に
つ
い
て
、

そ
の
成
果
と
年
度
ご
と
の

会
員
数
の
分
析
な
ど
詳
し

い
資
料
を
基
に
説
明
が
あ

令
和
元
年
度
市
町
村
老
連
会
長
・

女
性
委
員
合
同
研
修
会

南
町
松
寿
会
の
広
報
誌
を
紹
介
し
ま
し
た

南
町
松
寿
会
の
広
報
誌
を
紹
介
し
ま
し
た

り
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
前
日
の
研

修
で
質
問
さ
れ
た
「
若
い

世
代
な
ど
の
会
員
を
増
や

す
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
」と
い
う
課
題
を
テ
ー

マ
に
し
て
、「
高
齢
者
に
よ

る
地
域
支
え
合
い
事
業
」

の
具
体
的
な
活
動
事
例
や

仲
間
づ
く
り
の
た
め
の
広

報
活
動
に
つ
い
て
県
老
連

亀
谷
会
長
の
地
元
単
位

ク
ラ
ブ
が
発
行
す
る
広
報

誌
の
制
作
活
動
に
つ
い
て

事
例
発
表
を
し
て
い
た
だ

き
、
深
瀬
事
業
連
携
主
任

か
ら
広
報
誌
づ
く
り
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

2
日
間
の
研
修
で
会

長
・
女
性
委
員
長
同
士
が

地
域
を
越
え
て
親
睦
を
深

め
、
令
和
2
年
11
月
に
開

催
さ
れ
る
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
に
向
け
、
お
互
い

の
絆
を
強
め
た
有
意
義
な

研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

地域を越えて一致団結地域を越えて一致団結

合同研修会合同研修会
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10
月
10
日
、
山
形
市
ヒ

ル
ズ
サ
ン
ピ
ア
山
形
体
育

館
を
会
場
に
「
第
13
回
公

式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流
大

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
大
会
に
は
、
県
内

28
市
町
村
老
連
か
ら
65

チ
ー
ム
（
内
老
人
福
祉
施

設
６
チ
ー
ム
）
と
県
外
２

チ
ー
ム
の
67
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
初
参
加
市
町
村
も

２
カ
所
あ
り
ワ
ナ
ゲ
競
技

の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
運
営
で
は
東
海

大
学
山
形
高
等
学
校
福
祉

コ
ー
ス
の
生
徒
と
老
人
福

祉
施
設
職
員
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
県
内
外
の
企
業

38
社
か
ら
も
賞
品
協
賛
が

あ
り
ま
し
た
。

団
体
と
個
人
部
門
の
成

績
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
成
績
を

集
計
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

大
会
新
記
録
が
あ
り
ま
し

た
の
で
合
わ
せ
て
紹
介
い

た
し
ま
す
。

大
会
新
記
録
の
投
輪
に

大
会
新
記
録
の
投
輪
に

歓
声
が
沸
く

歓
声
が
沸
く

第
13
回
公
式
ワ
ナ
ゲ
全
国
交
流
大
会

★団体部門
賞区分 チーム名 市町村
第１位 寺泉寿会 長井市
第２位 あさひＢ 鶴岡市朝日支部
第３位 千葉生浜公民館 千葉県千葉市
第３位 三本松三友会 上山市

★個人部門
賞区分 選手名 チーム名 市町村 得点
第１位 ☆佐藤ケイコ あさひＢ 鶴岡市朝日支部 900
第２位 　高世喜代子 草岡Ｂ 長井市 780
第３位 　佐竹　絹子 四ツ谷むつみ会 上山市 660
第４位 　佐藤　政則 高畠赤おに 高畠町 630
第５位 　竹川　ユキ 川原沢 長井市 600

大会新記録
項目 記録 達成者・団体

個人部門 ３ゲームオールパーフェクト900点 佐藤ケイコ（鶴岡市朝日支部）
パーフェクト数　グループ別競技 20人（23件）

団体部門 1ゲーム3人パーフェクト 草岡B（長井市） 入るかな…入るかな…

選手宣誓　上山市四谷むつみ会選手宣誓　上山市四谷むつみ会

東海大高校の学生ボランティアも協力東海大高校の学生ボランティアも協力
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高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
い
つ
ま
で
も
暮
ら

せ
る
よ
う
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指

し
、
全
老
連
が
今
年
度
か

ら
新
た
に
実
施
し
て
い
る

『
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団

助
成
事
業
「
地
域
支
え
合

い
応
援
事
業
」』
は
、
全

国
25
カ
所
で
展
開
し
、
そ

の
う
ち
県
内
で
は
上
山
市

老
連
と
大
石
田
町
老
連
の

２
カ
所
が
老
人
ク
ラ
ブ
が

め
ざ
す
友
愛
活
動
の
多
様

な
通
い
の
場
づ
く
り
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

上
山
市
老
連
は
、
市
の

中
心
部
に
あ
る
公
民
館
を

利
用
し
、
高
齢
女
性
の
孤

立
防
止
の
た
め
「
手
芸
サ

ロ
ン
」
を
展
開
、
古
布
リ

フ
ォ
ー
ム
や
編
み
物
な
ど

を
通
し
て
交
流
を
図
る
サ

ロ
ン
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
お
裁
縫
や
編
み
物
が

得
意
じ
ゃ
な
く
て
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
運
営
し
、

笑
顔
と
笑
い
声
が
あ
ふ
れ

る
サ
ロ
ン
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

みずほ助成事業「地域支え合い応援事業」活動報告

長
、
女
性
部
長
を
対
象

に
、
地
域
で
支
え
合
い
研

修
が
行
わ
れ
、
行
政
や
社

協
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
か
ら
老
人
ク
ラ

ブ
と
と
も
に
地
域
を
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
に
つ
い

て
学
習
し
ま
し
た
。

大
石
田
町
老
連
で
は
、

「
地
域
サ
ロ
ン
を
ど
の
よ

う
に
運
営
す
べ
き
か
」
と

い
う
課
題
に
サ
ロ
ン
立
ち

上
げ
ま
で
い
ろ
ん
な
情
報

を
収
集
す
る
た
め
、
高
畠

町
糠
野
目
地
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
「
和わ

が楽
茶ち
ゃ

の

間ま

」
を
視
察
、
利
用
者
と

ふ
れ
あ
い
な
が
ら
地
域
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
作
っ
た
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
を
一
緒
に
食

べ
て
運
営
方
法
を
学
習
し

ま
し
た
。

新
た
な
サ
ロ
ン
を
立
ち

上
げ
る
ま
で
、
学
習
を
活

か
し
て
地
域
高
齢
者
が
気

軽
に
集
え
る
居
場
所
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

サロンの立ち上げで新たな居場所をサロンの立ち上げで新たな居場所を

リーダー研修会「地域支え合い」の学習（上山市）リーダー研修会「地域支え合い」の学習（上山市）高畠町へ視察研修（大石田町）高畠町へ視察研修（大石田町）

私たちの地域
支え合い
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編
　
集
　
後
　
記

清せ
い

井い

あ
や
子
さ
ん

�

（
真
室
川
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

参
加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

　

8
月
30
日
に
村
山
市
民

会
館
で
開
催
さ
れ
た
第
54

回
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

の
式
典
に
お
い
て
、
県
老

連
会
長
表
彰
の
永
年
勤
続

で
受
章
さ
れ
た
真
室
川
町

老
連
事
務
局
の
清
井
あ
や

子
さ
ん
。

　

平
成
15
年
に
週
2
日
程

度
の
お
仕
事
と
し
て
紹
介

さ
れ
た
老
人
ク
ラ
ブ
事
務

局
、
い
ざ
仕
事
を
始
め
て

み
る
と
業
務
量
の
多
さ
に

ビ
ッ
ク
リ
！

　

そ
れ
で
も
め
げ
ず
に
仕

事
を
し
て
い
る
と
、
会
員

さ
ん
た
ち
と
顔
な

じ
み
に
な
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
を

と
お
し
て
町
の
高

齢
者
や
会
員
と
ふ

れ
あ
う
の
が
楽
し

く
な
り
、
ず
っ
と

仕
事
を
続
け
て
き

　

な
お
、
11
月
27
日
の
埼

玉
県
で
開
催
さ
れ
る
第
48

回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

に
お
い
て
全
老
連
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

山
形
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た

山
形
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た 仕事量は多いけど頑張っています仕事量は多いけど頑張っています

ま
し
た
。

　

町
老
連
事
業
で
は
、
会

員
の
方
々
に
楽
し
ん
で
も

ら
う
た
め
に
“
参
加
し
や

す
い
”“
活
動
し
や
す
い
”

環
境
づ
く
り
を
心
が
け
て

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
に
い

「
仲
間
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
・
生
き
が
い
づ
く
り
」

を
い
つ
ま
で
も
元
気
に
活

動
し
て
も
ら
い
、今
後
は
、

「
絆
社
会
」
を
構
築
す
る

た
め
に
、
他
世
代
と
連
携

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

台
風
15
号
と
19
号
が
各

地
域
で
も
た
ら
し
た
甚
大

な
被
害
、
19
号
の
上
陸
で

は
山
形
県
内
も
大
雨
が
降

り
、私
が
住
む
地
域
に「
避

難
勧
告
」
が
初
め
て
出
さ

れ
ま
し
た
。
い
ざ
避
難
に

向
け
て
準
備
を
し
て
み
る

と
「
何
を
持
っ
て
逃
げ
れ

ば
い
い
の
か
」
と
立
ち
止

ま
る
自
分
。
老
人
ク
ラ
ブ

は
地
域
住
民
と
と
も
に
防

災
訓
練
に
参
加
す
る
機
会

も
多
い
が
、
働
き
盛
り
の

私
は
「
ス
マ
ホ
で
い
つ
で

も
調
べ
ら
れ
る
」
と
安
易

に
思
っ
て
い
た
自
分
に
深

く
反
省
。
機
会
が
あ
れ
ば

積
極
的
に
地
域
の
防
災
訓

練
や
講
習
会
な
ど
に
参
加

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
歩
美
）

　

本
紙
発
行
に
際
し
ま
し
て
、
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ
ン

サ
ー
各
位
に
対
し
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
倍
旧
の
ご
厚
誼
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

ス
ポ
ン
サ
ー
へ
の
御
礼
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補償内容や申し込み等詳細の問い合わせ
公益財団法人全国老人クラブ連合会保険係
加入申込書等資料請求先：専用FAX 03-3597-8767
お問合せ、ご相談先：03-3597-8770（午前９時30分から午後５時まで、土日祝日は除く）
ホームページ：http://www.senior-ltd.com又は「老人クラブ傷害保険」で検索

みせてください

あなたの作品

申込応募票の
お問い合わせ先

社会福祉法人 山形県社会福祉協議会
一般社団法人 山形県老人クラブ連合会

電話 023-622-5805　FAX 023-622-5866
電話 023-622-5601　FAX 023-622-5606

申込方法：専用の「作品募集票」に必要事項を記入の上、郵送またはFAXにてお申し込みください。
締切：令和2年1月6日（月）　「作品募集票」については下記までお問い合わせください。

令和2年2月13日（木）～16日（日）
AM10：00〜 PM5：00
（最終日はPM3：00まで）

会　期会　期

山形美術館　山形市大手町1-63　
　　　　　　電話023-622-3090会　場会　場

山形県
山形県社会福祉協議会
山形県老人クラブ連合会

主　催主　催

高齢者の創作した日本画・洋画・彫刻・
工芸・書・写真の6部門

募集募集
  内容  内容

特に定めないテーマテーマ

2,000円（支払い方法は、申し込み
後にお知らせ）出品料出品料

県内在住で、昭和36年4月1日以前に
生まれたアマチュアの方

応募応募
� 資格� 資格

出品点数は各部門を通じ一人１点とし、出品作品は出品者本人であり、かつ個人により
創作された未発表作品とする。また、応募資格年齢に達した以降の作品とする。

出品点数出品点数
および出品作品および出品作品

第28回山形県健康福祉祭第28回山形県健康福祉祭 美術展作品募集美術展作品募集ときめきねんりんピック2019ときめきねんりんピック2019

山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2019）『美術展』が山形県美術館で開催されます。山形県健康福祉祭（ときめきねんりんピック2019）『美術展』が山形県美術館で開催されます。

老人クラブ保険が令和元年10月から一部改正されました。

◇2019年10月以降、保険の開始日が年２回
（４月・10月）の加入となりました。

加入月 申し込み期間

4月 １月１日から３月15日まで

10月 ７月１日から９月15日まで

◇傷害保険のタイプと掛金

タイプ 内容 掛金

活動型 クラブ活動中（往復途上を含む）ケガの補償 500円・1,000円

24時間型 日常生活のケガを補償（クラブ活動中・往復途上、活動中以外は問いません。）
3,500円・5,000円
8,000円・12,000円

ご存じですか？ご存じですか？

きららクラブ山形 16第29号

第29号
令和元年11月

きららクラブ山形

〒990-0021 山形市小白川町2-3-31 県総合社会福祉センター 2階
tel （023）622-5601  fax （023）622-5606
ホームページ http://www.kirara-yamagata.or.jp
E-mail yrouren@poplar.ocn.ne.jp

山形県老人クラブ連合会
一般社団法人

（編集・印刷）株式会社ニチコミ　
　　　　　　☎03-5718-3900 http://www.nichicomi.com

会

報


